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磁気嵐時における放射線帯内帯粒子のダイナミックス 

Dynamics of energetic particles in the inner radiation belt during magnetic storms 
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磁気嵐時の放射線帯内帯のプロトンと電子のダイナミックスを，人工衛星 NOAA12 およびあけぼの衛星データを
用いて解析した。磁気嵐の主相においては，プロトン(80keV)は L=2 の領域まで極めて短時間の間にinject されて
いることが明らかにされた。また，電子(30～300keV)については，外帯電子が消失するのと同時に内帯でスパイク
状に増大していることが示された。 

 
 
 


